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第
一
章
　
わ
が
国
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
係
る
犯
罪
の
捜
索
・
押
収

は
じ
め
に

　
今
日
の
技
術
革
新
に
よ
る
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
（
電
子
計
算
機
）
の
発
展
・
普
及
に
伴
い
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
高
機
能
化
、
汎
用

性
の
増
大
に
よ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
高
度
情
報
化
社
会
の
基
盤
的
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
の
結
合
に
よ
り
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
の
情
報
の
移
動
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
社
会
的
依
存
度
が
よ
り
一
層
高
ま
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
犯

罪
な
ど
の
脅
威
は
い
ま
だ
解
消
さ
れ
る
ま
で
に
い
た
っ
て
い
な
い
．
む
し
ろ
、
従
来
の
技
術
的
対
策
で
は
対
処
で
き
な
い
と
い
う
事
態
を

生
じ
、
憂
慮
す
べ
ぎ
社
会
間
題
を
惹
起
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
脆
弱
性
に
対
し
て
、
技

術
的
安
全
対
策
だ
け
で
は
決
し
て
十
分
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
昭
和
六
二
年
の
「
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
に
お
い
て
、
電
子
情
報
処
理
組
織
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
、
そ
の
不
正
作
出
及
び
供
用
並
び
に
殿
棄
を
処

罰
す
る
こ
と
、
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
大
量
迅
速
な
情
報
処
理
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
業
務
を
妨
害
す
る
行
為
を
処
罰
す
る
こ
と
、

債
権
、
債
務
の
決
済
等
が
電
磁
的
記
録
を
用
い
て
自
動
的
に
行
な
わ
れ
る
事
務
処
理
の
形
態
を
利
用
し
て
財
産
上
の
不
法
の
利
益
を
得
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

行
為
を
処
罰
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
す
る
改
正
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
、
ハ
ッ
キ
ン
グ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
完
全
性
を
阻
害
す
る
不
正
な
行
為
も
あ
と
を
た
た
な
い
．

　
と
こ
ろ
で
、
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
」
と
い
う
場
合
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
連
し
た
不
正
行
為
や
悪
用
を
さ
す
各
様
な
内
容
を
持
つ
も

の
と
し
て
．
種
々
の
定
義
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
連
し
た
不
正
行
為
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
手
段
と

し
て
現
行
法
で
処
罰
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
犯
罪
構
成
要
件
を
実
現
す
る
形
態
の
も
の
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
に
ょ
り
新
し
く
実

2



わが国における刑事手続とコンピュータ犯罪（1〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

現
可
能
と
な
っ
た
不
正
行
為
の
形
態
ま
で
含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
広
く
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
連
し
た
反
社
会
的
行
為
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

か
、
「
コ
ン
ピ
ュ
！
タ
を
利
用
し
た
反
社
会
的
行
為
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
存
在
に
ょ
っ
て
現
わ
れ
た
反
社
会
的
行
為
」
な
ど
と
定
義
さ

れ
て
き
た
が
、
警
察
庁
で
は
今
回
の
刑
法
一
部
改
正
を
契
機
と
し
て
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
阻
害
し
、
又
は
こ
れ
を
不

　
　
　
　
　
　
（
4
）

正
に
使
用
す
る
犯
罪
」
と
定
義
す
る
こ
と
と
し
て
る
。

　
こ
こ
で
は
、
広
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
ま
た
は
こ
れ
と
関
連
し
た
反
社
会
的
行
為
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
係
る
犯
罪
を
と
ら

え
、
問
題
点
の
整
理
を
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　
さ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
ま
た
は
こ
れ
と
関
連
し
た
犯
罪
の
刑
事
手
続
上
の
問
題
点
を
検
討
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
．
従
来
の

伝
統
的
な
犯
罪
の
場
合
と
比
べ
る
と
、
次
の
よ
う
な
特
殊
性
が
あ
る
こ
と
に
考
慮
を
払
っ
て
お
か
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
①
対
象
が
「
有
体
物
」
で
は
な
く
「
情
報
」
で
あ
る
こ
と
、
②
電
磁
的
記
録
媒
体
に
記
録
・
保
存
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
は
そ
の
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

在
及
び
状
態
を
人
の
知
覚
を
も
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
可
視
性
・
可
続
性
が
な
く
、
③
入
力
さ
れ
た
デ
ー
タ
が
プ
・
グ

ラ
ム
に
よ
り
既
存
の
デ
ー
タ
と
と
も
に
処
理
・
加
工
さ
れ
て
作
り
出
さ
れ
る
な
ど
そ
の
作
出
過
程
が
他
の
文
書
と
は
異
な
る
う
え
、
そ
の

処
理
・
加
工
が
容
易
で
あ
り
犯
罪
の
証
跡
が
残
り
に
く
く
ま
た
証
拠
破
壊
の
お
そ
れ
も
高
い
こ
と
、
④
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
利

用
や
そ
れ
に
関
連
す
る
高
度
な
技
術
や
専
門
的
知
識
を
利
用
し
た
知
能
犯
罪
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
コ
ン
ピ
ュ
1
タ
に
係
る
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
刑
法
改
正
で
犯
罪
構
成
要
件
が
定
め
ら
れ
た
犯
罪
だ
け
で
な
く
、

そ
の
他
の
犯
罪
に
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
が
関
連
す
る
場
合
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記
録
・
保
存
さ
れ
た
犯
罪
の
証
拠
を
発
見
し
、
収
集
す
る
に

あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
捜
査
と
は
異
な
っ
た
手
続
上
の
問
題
が
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
作
成

さ
れ
た
証
拠
を
公
判
で
事
実
認
定
に
供
す
る
に
あ
た
っ
て
も
い
く
つ
か
の
証
拠
法
上
の
問
題
が
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
ま
た
は
こ
れ
と
関
連
し
た
犯
罪
に
関
す
る
刑
事
手
続
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
わ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

国
で
の
捜
査
手
続
及
び
証
拠
法
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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（
1
）
法
制
審
議
会
で
の
審
議
の
過
程
で
は
，
①
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
処
理
・
保
存
さ
れ
る
情
報
の
不
正
入
手
又
は
漏
示
の
処
罰
．
及
び
②
コ
ソ
ピ

　
ュ
ー
タ
の
無
権
限
利
用
の
処
罰
の
当
否
も
検
討
さ
れ
た
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
保
護
す
べ
き
情
報
の
範
囲
、
保
護
の
程
度
等
に
つ
い
て
検
討
を
要

　
す
る
問
題
が
少
な
く
な
い
こ
と
、
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
も
、
ど
の
よ
う
な
行
為
を
処
罰
す
べ
き
か
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
な
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
種
々
の
観
点
か
ら
検
討
を
行
な
う
ぺ
き
と
し
て
、
今
回
の
改
正
か
ら
は
除
か
れ
て
い
る
。
米
澤
慶
二
編
『
刑
法
等
一
部

　
改
正
法
の
解
説
』
一
四
～
一
五
頁
（
一
九
八
八
年
）
参
照
。

（
2
）
　
板
倉
宏
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
と
刑
事
法
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
〇
七
号
一
四
四
頁
（
一
九
八
○
年
）
。
的
場
純
男
ヨ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
に
関
す

　
る
刑
事
法
上
の
問
題
点
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
四
六
号
七
頁
（
一
九
八
五
年
）
、
加
藤
敏
幸
「
入
門
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
」
ヨ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
等
に
関

す
る
刑
法
一
部
改
正
（
注
釈
ご
〔
改
訂
増
補
版
〕
（
中
山
研
一
“
神
山
敏
雄
編
）
一
〇
頁
（
一
九
八
九
年
）
な
ど
。

（
3
）
　
金
井
浄
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
の
特
質
」
警
察
学
論
集
三
五
巻
六
号
六
〇
頁
（
一
九
八
二
年
）
。

（
4
）
　
警
察
庁
『
警
察
白
書
』
（
平
成
元
年
版
）
一
〇
四
頁
（
一
九
八
九
年
）
。

　
　
こ
の
よ
う
に
「
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
阻
害
し
、
又
は
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
を
不
正
に
使
用
す
る
犯
罪
」
と
と
ら
え
た
場

合
に
，
さ
ら
に
、
前
者
に
つ
い
て
、
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
本
体
又
は
付
帯
設
備
の
損
壊
等
」
、
「
磁
気
テ
ー
プ
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
磁
気
デ
ィ

　
ス
ク
又
は
光
デ
ィ
ス
ク
の
損
壊
等
」
及
び
『
デ
ー
タ
又
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
ざ
ん
．
消
去
」
に
．
ま
た
後
者
に
つ
い
て
．
『
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
不
正

使
用
」
、
「
デ
ー
タ
又
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
不
正
入
手
」
及
び
「
デ
ー
タ
又
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
ざ
ん
、
消
去
」
と
に
類
型
化
し
て
、
こ
れ
を
整
理
さ
れ

　
て
い
る
。

（
5
）
　
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
に
用
い
ら
れ
る
電
磁
的
記
録
は
、
今
回
の
刑
法
改
正
に
お
い
て
「
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
其
他
他
人
ノ
知
覚
ヲ
以
テ
認
識

　
ス
ル
コ
ト
能
ワ
ザ
ル
方
法
二
依
リ
作
ラ
ル
ル
記
録
ニ
シ
テ
電
子
計
算
機
二
依
ル
情
報
処
理
ノ
用
二
供
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ヲ
謂
フ
」
（
刑
法
七
条
）
と
定

義
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
二
進
数
ビ
ッ
ト
符
号
を
用
い
て
表
示
さ
れ
た
人
間
の
意
識
内
容
が
電
磁
的
に
記
録
さ
れ
た
も
の
で
、
人
の
知
覚
に
よ
っ
て

　
は
記
録
の
存
在
及
び
状
態
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
可
視
性
・
可
読
性
が
な
く
、
デ
ー
タ
の
保
存
（
記
憶
）
機
能
は
あ
っ
て
も

デ
ー
タ
の
利
用
機
能
を
有
し
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
社
会
的
に
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
証
明
作
用
と
い
う
点
で
は
文
書
と
同
様
の
機
能
を
果
た
し

　
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
れ
自
体
で
客
観
的
・
固
定
的
な
意
味
を
有
す
る
も
の
と
し
て
独
立
し
て
社
会
的
機
能
を
発
揮
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を

使
用
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
一
定
の
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
特
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
て
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
な
ど
に
ょ
り
印
字
出
力
な
ど
さ
れ

　
て
は
じ
め
て
本
来
の
証
明
作
用
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
6
）
　
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
と
刑
事
手
続
に
関
す
る
主
た
る
文
献
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
八
年
ま
で
の
も
の
は
、
安
冨
潔
「
刑
事
手
続
き
と
コ
ン
ピ
ュ

　
ー
タ
」
法
曹
時
報
四
〇
巻
二
号
三
頁
注
（
3
）
（
一
九
八
八
年
）
に
あ
げ
て
お
い
た
が
、
そ
の
後
の
も
の
と
し
て
、
岩
田
研
二
郎
”
小
田
中
聰
樹

4



U
石
川
元
也
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
犯
罪
の
手
続
き
問
題
」
『
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
と
現
代
刑
法
』
（
日
本
弁
護
士
連
合
会
刑
法
改
正
対
策
委
員
会
編
）

一
八
九
頁
（
一
九
九
〇
年
）
、
安
冨
潔
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
証
拠
の
証
拠
能
力
」
法
学
研
究
六
二
巻
一
二
号

一
八
五
頁
（
一
九
八
九
年
）
、
新
保
佳
宏
「
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
を
め
ぐ
る
刑
事
手
続
上
の
諸
問
題
」
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
等
に
関
す
る
刑
法
一
部
改
正

（
注
釈
）
』
〔
改
訂
増
補
版
〕
（
中
山
研
一
”
神
山
敏
雄
編
）
一
四
五
頁
（
一
九
八
九
年
）
、
が
あ
る
。

　
な
お
、
金
融
情
報
と
の
関
連
で
論
じ
た
も
の
に
、
安
冨
潔
「
『
金
融
情
報
に
関
す
る
国
際
間
の
法
律
上
の
脆
弱
性
』
国
際
研
究
会
」
金
融
情
報
シ

ス
テ
ム
七
八
号
一
四
頁
（
一
九
九
〇
年
）
、
同
「
『
金
融
情
報
に
関
す
る
国
際
間
の
法
律
上
の
脆
弱
性
』
国
際
研
究
会
に
参
加
し
て
」
金
融
情
報
シ
ス

テ
ム
七
九
号
一
七
頁
（
一
九
九
〇
年
）
、
同
「
金
融
情
報
に
関
す
る
国
際
間
の
法
律
上
の
脆
弱
性
を
考
え
る
」
銀
行
時
評
二
四
巻
九
号
四
六
頁
（
一

九
九
〇
年
）
が
あ
る
。二

　
現
行
法
解
釈
に
お
け
る
間
題
点

わが国における刑事手続とコンピュータ犯罪（11

　
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
又
は
こ
れ
と
関
連
す
る
犯
罪
の
捜
査
も
、
そ
の
他
の
犯
罪
の
捜
査
と
基
本
的
に
は
異
な
る
と
こ

ろ
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
の
場
合
に
は
、
そ
の
証
拠
の
性
質
が
、
前
述
の
と
お
り
、
他
の
犯
罪
と
は
異
な
る
の
で
、
そ

の
特
徴
を
考
慮
に
い
れ
て
問
題
点
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
又
は
こ
れ
と
関

連
す
る
犯
罪
捜
査
に
お
い
て
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
す
る
た
め
の
入
力
の
原
始
伝
票
や
、
入
力
媒
体
と
し
て
の
紙
力
ー
ド
、
紙
テ
ー
プ
、

原
始
帳
票
な
ど
、
お
よ
び
出
力
さ
れ
た
印
字
帳
票
、
紙
テ
ー
プ
、
紙
力
ー
ド
な
ど
の
「
可
視
性
・
可
読
性
」
を
備
え
た
証
拠
が
対
象
と
な

る
場
合
に
は
、
従
来
の
捜
査
と
同
様
で
あ
り
、
格
別
困
難
な
問
題
は
生
じ
な
い
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
さ
れ
た
デ
ー
タ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
処
理
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
が
磁
気
テ
ー
プ
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
、
磁
気
ド
ラ
ム
等
の
電
磁
的
記
録
媒
体
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記
録
・

保
存
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
自
体
は
通
常
人
の
五
感
の
作
用
で
は
可
視
性
・
可
読
性
を
欠
く
記
録
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
が
本
来
の
社

5
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会
的
効
用
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
一
定
の
装
置
を
介
し
て
出
力
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
の
で
、
そ
の
内
容
を
見
読
で
ぎ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
捜
査
機
関
に
と
っ
て
の
課
題
と
な
る
し
、
ま
た
、
フ
ァ
イ
ル
全
体
に
は
膨
大
な
量
の
情
報
が
蓄
積
さ
れ
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
て
い

る
う
え
、
そ
れ
ら
の
フ
ァ
イ
ル
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
電
磁
的
記
録
は
容
易
に
消
去
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
で
、
対
象
と
な
る
証
拠
を

特
定
し
、
収
集
・
保
全
す
る
と
い
う
こ
と
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
係
る
犯
罪
の
証
拠
の
収
集
に
あ
た
っ
て
、
関
係
者
の
協
力
が
得
ら
れ
、
そ
の
所
有
者
、

所
持
者
も
し
く
は
保
管
者
か
ら
捜
査
機
関
に
対
し
て
必
要
な
証
拠
が
任
意
に
提
出
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
任
意
捜
査
と
し
て
、
そ
の

証
拠
を
領
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
（
刑
訴
法
壬
二
条
）
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
、
捜
査
機
関
は
必
要
な
証
拠
を
強
制
捜
査
に
よ
り
収
集

　
　
　
　
　
　
（
7
）

す
る
こ
と
に
な
る
。

　
強
制
捜
査
に
よ
る
証
拠
収
集
の
場
合
、
わ
が
国
で
は
．
い
う
ま
で
も
な
く
憲
法
が
保
障
す
る
「
令
状
主
義
」
（
憲
法
三
五
条
）
お
よ
び
刑

事
訴
訟
法
の
要
求
す
る
「
強
制
処
分
法
定
主
義
」
（
刑
訴
法
一
九
七
条
一
項
但
書
）
の
規
律
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
（
7
）
　
例
え
ば
、
賭
博
犯
罪
な
ど
に
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
が
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
不
意
を
要
す
る
捜
索
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
．
関

　
　
係
老
に
任
意
協
力
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
内
部
の
者
に
よ
る
横
領
・
背
任
・
詐
欺
、
ま
た
は
贈
収
賄
な
ど
の
犯
罪
の
場
合
に
は
、

　
　
被
害
を
受
け
た
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
必
要
な
証
拠
書
類
の
任
意
提
出
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

　
　
　
渥
美
東
洋
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
刑
事
手
続
き
上
の
問
題
点
」
刑
法
雑
誌
二
八
巻
四
号
六
二
頁
、
七
五
頁
（
一
九
八
八
年
）
参
照
．

　
　
　
な
お
、
科
学
的
捜
査
の
限
界
に
つ
い
て
、
井
上
正
仁
「
科
学
捜
査
と
そ
の
限
界
－
盗
聴
を
中
心
に
し
て
」
書
研
所
報
三
五
号
一
頁
（
一
九
八
九
年
）

　
　
（
こ
の
論
文
は
若
干
の
加
筆
・
修
正
を
し
て
法
学
教
室
一
一
四
号
一
六
頁
（
一
九
九
〇
年
）
に
再
録
さ
れ
て
い
る
）
。

6

1
　
令
状
主
義
と
捜
索
場
所
・
押
収
対
象
物
の
特
定
・
明
示

　
憲
法
第
三
五
条
第
一
項
は
、
「
何
人
も
、
そ
の
住
居
、
書
類
及
び
所
持
品
に
つ
い
て
、
侵
入
、
捜
索
及
び
押
収
を
受
け
る
こ
と
の
な
い

権
利
は
、
第
三
十
三
条
の
場
合
を
除
い
て
は
、
正
当
な
理
由
に
基
い
て
発
せ
ら
れ
、
且
つ
捜
索
す
る
場
所
及
び
押
収
す
る
物
を
明
示
す
る



わが国における刑事手続とコンピュータ犯罪（1）

令
状
が
な
け
れ
ば
、
侵
さ
れ
な
い
」
と
規
定
し
、
同
条
第
二
項
は
、
「
捜
索
又
は
押
収
は
、
権
限
を
有
す
る
司
法
官
憲
が
発
す
る
各
別
の

令
状
に
よ
り
、
こ
れ
を
行
う
。
」
と
規
定
す
る
。

　
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
令
状
主
義
」
の
原
則
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
こ
の
憲
法
の
保
障
す
る
「
令
状
主
義
」
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
四
条
に
由
来
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
四
条
は
、
国
に
ょ
る
不
合
理
な
捜
索
・
押
収
を
受
け
な
い
国
民
の
権
利
を
保
障
し
て
お
り
、
個
人
の
「
憲

法
上
保
護
さ
れ
た
領
域
」
た
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
ヘ
の
干
渉
は
、
具
体
的
な
「
公
共
の
利
益
」
が
あ
る
と
き
に
限
る
と
し
て
、
「
相
当
な

理
由
」
・
「
捜
索
す
べ
き
場
所
お
よ
び
押
収
す
べ
き
身
体
ま
た
は
物
の
特
定
」
を
要
件
と
す
る
「
令
状
」
に
よ
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
四
条
を
前
提
に
わ
が
国
憲
法
第
三
五
条
を
解
す
れ
ば
、
同
条
は
一
般
的
・
探
索
的
捜
索
・
押

収
を
許
す
「
一
般
令
状
（
鴇
琴
邑
毒
貰
導
σ
）
」
の
禁
止
を
目
的
と
し
て
お
り
、
「
正
当
な
理
由
」
に
基
づ
き
、
「
捜
索
場
所
お
よ
び
押
収
対

象
物
を
明
示
す
る
」
司
法
官
憲
の
発
す
る
各
別
の
令
状
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
侵
害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る

　
　
　
　
　
（
9
）

も
の
と
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
第
三
五
条
に
よ
る
捜
索
・
押
収
は
、
①
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
た
る

「
正
当
な
理
由
」
の
存
在
、
お
よ
び
、
②
そ
の
犯
罪
を
立
証
し
う
る
蓋
然
性
の
高
い
証
拠
ま
た
は
没
収
対
象
物
へ
の
押
収
の
特
定
、
な
ら

び
に
③
そ
の
押
収
対
象
物
が
存
在
す
る
蓋
然
性
が
高
い
場
所
へ
の
捜
索
の
限
定
と
い
う
捜
索
・
押
収
を
合
理
的
な
も
の
と
す
る
「
実
体
要

件
」
と
、
そ
の
「
実
体
要
件
」
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
中
立
・
公
平
な
第
三
者
た
る
司
法
官
憲
が
原
則
と
し
て
事
前
に
審
査
す
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

う
令
状
要
件
を
正
当
化
す
る
「
手
続
要
件
」
と
が
充
足
し
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
現
行
法
で
は
、
こ
の
憲
法
上
の
「
令
状
主
義
」
の
要
請
を
承
け
て
、
刑
訴
法
第
一
二
九
条
が
、
捜
索
、
差
押
等
の
令
状
に
は
、

「
被
疑
者
…
の
氏
名
、
罪
名
、
差
し
押
え
る
べ
き
物
、
捜
索
す
べ
ぎ
場
所
、
身
体
若
し
く
は
物
…
を
記
載
し
」
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

7
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こ
の
よ
う
な
、
捜
索
す
べ
き
場
所
ま
た
は
差
し
押
え
る
べ
き
物
を
明
示
す
べ
き
も
の
と
す
る
の
は
、
被
疑
者
の
氏
名
や
罪
名
な
ど
と
い

っ
た
令
状
の
他
の
記
載
と
相
ま
っ
て
、
具
体
的
な
場
合
に
お
け
る
執
行
機
関
の
強
制
権
限
の
範
囲
を
明
確
に
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
処
分
を

受
け
る
者
に
対
し
て
捜
査
機
関
の
処
分
に
関
す
る
受
忍
義
務
の
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
（
刑
訴
法
壬
三
条
．
一
一
〇
条
）
、
執
行

機
関
の
権
限
の
範
囲
外
の
処
分
に
対
し
て
、
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
不
服
申
立
を
可
能
と
す
る
こ
と
に
よ
り
（
刑
訴
法
四
三
〇

条
）
、
執
行
機
関
が
そ
の
権
限
を
濫
用
し
て
他
人
の
管
理
権
・
支
配
権
・
住
居
権
や
財
産
権
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

る
趣
旨
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
令
状
に
お
け
る
「
捜
索
す
べ
き
場
所
」
や
「
差
し
押
え
る
べ
き
物
」
の
記
載
は
、
で
き
る
だ
け
個
々
具
体
的
に
記
載
さ

れ
て
い
る
の
が
望
ま
し
い
が
．
捜
査
の
初
期
の
段
階
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
具
体
的
内
容
が
捜
査
機
関
に
判
明
し
て
い
な
い
場
合
も
あ

ろ
う
し
、
ま
た
、
現
場
に
臨
ん
で
は
じ
め
て
差
し
押
え
る
べ
ぎ
物
の
具
体
的
な
品
名
、
数
量
、
形
状
等
が
判
明
す
る
場
合
も
多
い
の
で
あ

る
か
ら
、
令
状
に
お
け
る
記
載
は
、
あ
る
程
度
概
括
的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
一
般
的
・
探
索
的
な
捜
索
・
押
収
に
な
ら
な
い
程
度
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

「
捜
索
す
べ
き
場
所
」
や
「
差
し
押
え
る
べ
き
物
」
が
特
定
さ
れ
て
い
れ
ば
足
り
る
と
解
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
又
は
こ
れ
と
関
連
し
た
犯
罪
の
場
合
に
お
い
て
も
、
他
の
犯
罪
の
捜
索
・
押
収
と
同
様
、

捜
索
す
る
場
所
及
び
押
収
す
る
物
の
特
定
・
明
示
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般
的
・
探
索
的
捜
索
・
押
収
の
禁
止
と
い
う
「
令
状
主
義
」
の
趣

旨
か
ら
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
．
し
た
が
っ
て
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
全
体
の
概
要
を
把
握
し
た
う
え
、

捜
索
・
押
収
に
必
要
な
場
所
・
目
的
物
を
特
定
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
と
に
被
処
分
者
が
単
独
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は

格
別
な
問
題
は
な
い
が
、
タ
イ
ム
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
よ
り
共
同
利
用
し
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
は
、
一
個
の
フ
ァ

イ
ル
に
複
数
の
作
成
名
義
の
電
磁
的
記
録
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
当
該
事
件
と
は
関
係
の
な
い
第
三
者
の
権

利
や
利
益
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
．

　
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
記
録
媒
体
に
記
録
・
保
存
さ
れ
た
膨
大
な
量
の
電
磁
的
記
録
の
な
か
か
ら
必
要
な
証
拠
を
特
定
す
る
こ
と
に

8



は
か
な
り
の
困
難
さ
を
伴
う
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
と
ぎ
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
の
運
用
と
管
理
に
通
じ
て
い
る
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

や
内
部
の
シ
ス
テ
ム
監
査
が
行
な
わ
れ
て
い
た
場
合
に
は
そ
の
監
査
人
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
係
る
犯
罪
の
捜
索
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
だ
け
で
な
く
、
入
力
デ
ー
タ
の
基
礎
と
な
る
原
始

伝
票
や
デ
ー
タ
・
フ
ァ
イ
ル
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
保
管
さ
れ
て
い
る
場
所
も
対
象
と
な
る
し
、

ま
た
、
そ
の
押
収
に
あ
た
っ
て
は
．
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
説
明
文
書
や
入
力
媒
体
、
記
録
媒
体
、
出
力
媒
体
の
他
、
デ

ー
タ
処
理
が
権
限
の
あ
る
者
に
よ
り
正
当
に
行
な
わ
れ
て
い
る
か
を
知
る
た
め
の
内
部
の
規
則
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
操
作
記
録
で
あ
る
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
冒
グ
な
ど
も
押
収
の
対
象
と
な
ろ
う
。
令
状
請
求
手
続
で
は
、
記
録
媒
体
の
種
類
及
び
名
称
、
必
要
な
電
子
フ
ァ
イ
ル

の
名
称
及
び
特
徴
、
フ
ァ
イ
ル
処
理
の
た
め
の
プ
p
グ
ラ
ム
の
名
称
及
び
特
徴
、
必
要
な
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
の
名
称
、
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

用
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
形
式
ま
で
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

わが国における刑事手続とコンピュータ犯罪（11

（
8
）
　
法
学
協
会
『
注
解
日
本
国
憲
法
（
上
巻
）
』
六
二
二
頁
（
一
九
五
三
年
）
な
ど
。

（
9
）
　
国
暮
N
〈
。
q
議
φ
a
聾
暮
＄
ω
o
。
O
q
φ
ω
ミ
一
〇。
o

。
の
．
9
』
8
お
い
国
R
旨
q
お
（
一
8
刈
）
。
法
廷
意
見
は
、
憲
法
修
正
四
条
は
「
人
」
の

プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
ハ
ー
ラ
ン
裁
判
官
の
補
足
意
見
で
は
、
個
人
は
他
か
ら
干
渉
さ
れ
な
い
と
の
主
観
的
期
待
と
そ

　
の
期
待
が
社
会
か
ら
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
客
観
的
期
待
を
備
え
た
と
き
に
、
人
が
正
当
に
期
待
す
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
が
認
め
ら
れ
、
憲
法
修
正

　
四
条
の
保
護
を
受
け
る
も
の
と
の
、
見
解
が
示
さ
れ
た
。

　
　
わ
が
国
で
同
様
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
障
の
観
点
か
ら
同
様
な
分
析
を
展
開
さ
れ
る
の
が
渥
美
東
洋
教
授
で
あ
る
。
渥
美
東
洋
『
刑
事
訴
訟
法
』

　
（
新
版
）
五
九
～
八
一
頁
（
一
九
九
〇
年
）
、
同
『
捜
査
の
原
理
』
二
一
頁
以
下
（
一
九
七
九
年
）
、
同
「
捜
索
・
押
収
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の

概
念
」
『
岩
田
誠
先
生
傘
寿
祝
賀
記
念
論
文
集
』
一
八
五
頁
以
下
（
一
九
八
二
年
）
な
ど
が
あ
る
．

（
1
0
）
　
渥
美
・
前
掲
注
（
9
）
六
〇
頁
、
椎
橋
隆
幸
「
令
状
記
載
物
以
外
の
物
に
対
す
る
差
押
え
」
警
察
実
務
判
例
解
説
（
捜
索
・
差
押
え
篇
）
〔
別
冊

　
判
例
タ
イ
ム
ズ
恥
1
0
〕
七
五
、
七
六
頁
（
一
九
八
八
年
）
。

（
U
）
　
東
京
地
判
昭
和
三
三
・
六
・
一
二
二
審
刑
集
一
巻
追
録
二
三
六
七
頁
、
秋
山
規
雄
「
捜
索
・
差
押
許
可
状
に
お
け
る
目
的
物
の
特
定
」
『
新

版
令
状
基
本
問
題
』
互
三
頁
（
一
九
八
六
年
）
，
伊
藤
栄
樹
『
三
訂
刑
事
訴
訟
法
の
実
際
問
題
』
二
三
六
頁
（
一
九
八
四
年
）
、
新
倉
修
『
捜
索
場

9
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所
の
特
定
」
法
律
時
報
五
八
巻
九
号
六
四
頁
（
一
九
八
六
年
）
、
福
井
厚
「
差
押
物
の
特
定
」
法
律
時
報
五
八
巻
一
〇
号
九
六
頁
（
一
九
八
六
年
）
、

　
な
ど
。

（
12
）
　
最
大
決
昭
和
三
三
・
七
・
二
九
刑
集
一
二
巻
一
二
号
二
七
七
六
頁
．
青
柳
文
雄
『
五
訂
刑
事
訴
訟
法
通
論
』
（
上
巻
）
四
〇
八
頁
（
一
九
七
六

年
）
、
秋
山
規
雄
・
前
掲
注
（
1
1
）
五
三
三
頁
、
渥
美
・
前
掲
注
（
9
）
六
二
頁
、
伊
藤
・
前
掲
注
（
1
1
）
二
三
六
頁
、
奥
村
誠
「
捜
索
・
差
押
許
可
状
に

　
お
け
る
物
件
の
特
定
方
法
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
ニ
九
六
号
三
九
四
～
三
九
七
頁
（
一
九
七
三
年
）
、
佐
藤
道
夫
『
註
釈
刑
事
訴
訟
法
』
第
一
巻
（
青
柳

文
雄
他
編
著
）
四
〇
〇
頁
（
一
九
七
六
年
）
、
高
田
卓
爾
『
注
解
刑
事
訴
訟
法
』
〔
全
訂
新
版
〕
上
巻
（
平
場
安
治
他
編
著
）
三
五
六
頁
（
一
九
八
七

年
）
、
田
宮
裕
『
強
制
捜
査
』
（
総
合
判
例
研
究
叢
書
・
刑
事
訴
訟
法
（
16
）
二
六
〇
頁
（
一
九
六
五
年
）
、
松
尾
浩
也
『
刑
事
訴
訟
法
』
（
補
正
第
二
版
）

上
六
八
頁
（
一
九
八
七
年
）
な
ど
。
こ
れ
を
疑
間
と
す
る
も
の
、
熊
本
典
道
「
捜
索
令
状
・
差
押
令
状
の
記
載
」
『
捜
査
法
大
系
皿
』
五
一
頁
（
一

九
七
二
年
）
。

　
　
ま
た
、
場
所
の
捜
索
に
あ
っ
て
は
、
対
象
と
な
る
場
所
の
地
理
的
位
置
．
建
物
等
の
物
理
的
構
造
及
び
管
理
の
態
様
を
基
準
と
し
て
で
き
る
だ
け

特
定
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
松
尾
・
前
掲
『
刑
事
訴
訟
法
』
六
八
頁
）
。
ま
た
、
差
押
物
の
特
定
性
の
判
断
は
差
押
立
会
人
を
基
準
と
す
る
の
で
は

　
な
く
、
当
該
令
状
の
記
載
自
体
か
ら
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
東
京
高
判
昭
和
四
七
・
六
・
二
九
判
例
時
報
六
八
二
号
九
二
頁
参
照
。

　
　
な
お
，
渥
美
・
前
掲
注
（
7
）
七
五
頁
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記
録
・
保
存
さ
れ
た
情
報
量
が
膨
大
な
こ
と
に
て
ら
し
、
通
常
の
捜
索
・
押
収
の
場

合
に
比
し
、
明
示
性
、
特
定
性
の
要
件
を
若
干
緩
和
す
る
こ
と
が
妥
当
と
さ
れ
る
。

（
13
）
　
渥
美
・
前
掲
注
（
7
）
七
四
頁
参
照
。
な
お
、
渥
美
教
授
は
、
関
係
者
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
捜
査
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
い
場
合
も
生

ず
る
と
し
て
、
関
係
者
の
協
力
を
法
的
に
義
務
づ
け
る
立
法
上
の
必
要
性
を
説
か
れ
る
．
同
様
に
、
新
保
・
前
掲
注
（
6
）
一
五
四
頁
は
、
証
拠
不
提

出
罪
の
よ
う
な
も
の
を
設
け
て
、
そ
れ
に
よ
り
協
力
を
強
制
す
る
方
法
を
提
案
さ
れ
る
。
自
己
負
罪
拒
否
特
権
と
の
関
係
で
の
検
討
が
な
さ
れ
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
14
）
　
民
事
訴
訟
で
の
検
証
に
お
け
る
証
拠
調
べ
の
際
の
検
証
の
目
的
物
の
特
定
に
つ
い
て
、
夏
井
高
人
「
電
子
記
憶
媒
体
に
関
す
る
若
干
の
考
察

　
（
4
）
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
五
七
号
三
六
頁
注
（
86
）
参
照
（
一
九
八
八
年
）
。
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わが国における刑事手続とコンピュータ犯罪（1）

2
　
捜
索
・
差
押
の
範
囲
、
第
三
者
に
対
す
る
捜
索
・
差
押

　
ω
　
捜
索
・
差
押
の
範
囲

　
捜
索
・
差
押
の
対
象
と
な
る
目
的
物
は
、
証
拠
物
ま
た
は
没
収
す
べ
き
物
と
思
料
す
る
も
の
で
あ
る
（
刑
訴
法
九
九
条
一
項
．
一
三
二
条
）
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
情
報
処
理
さ
れ
、
記
録
・
保
存
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
特
有
の
言
語
（
ラ
ソ
ゲ
ー
ジ
）
を
用
い

て
記
録
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
可
視
性
・
可
読
性
を
有
せ
ず
、
一
定
の
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
出
力
さ
れ

て
は
じ
め
て
証
拠
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
電
磁
的
記
録
の
捜
索
・
差
押
で
対
象
と
な
る

の
は
、
磁
気
テ
ー
プ
・
磁
気
デ
ィ
ス
ク
・
磁
気
ド
ラ
ム
な
ど
の
記
録
媒
体
で
は
な
く
、
「
無
体
情
報
」
と
し
て
の
「
電
磁
的
記
録
」
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
）

自
体
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
来
、
物
理
的
に
管
理
可
能
な
「
有
体
物
」
を
捜
索
・
差
押
の
客
体
と
し
て
規
定
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

れ
た
と
思
わ
れ
る
刑
訴
法
第
九
九
条
第
一
項
に
て
ら
し
、
電
磁
的
記
録
を
捜
索
・
差
押
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
題
と
な
る
。

　
わ
が
国
の
憲
法
第
三
五
条
は
、
「
住
居
、
書
類
及
び
所
持
品
」
に
つ
い
て
の
「
侵
入
、
捜
索
及
び
押
収
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
権
利
」

を
保
障
し
て
い
る
が
、
こ
の
基
本
権
保
障
規
定
は
コ
モ
ン
・
ロ
ー
以
来
の
伝
統
を
継
受
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
四
条
に
お
い
て

示
さ
れ
て
い
る
個
人
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
を
保
護
す
る
も
の
と
解
し
う
る
と
す
れ
ば
、
住
居
な
ど
に
対
す
る
物
理
的
な
支
配
権
や
利
用
権

と
い
っ
た
も
の
を
保
護
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
可
視
性
・
可
読
性
の
な
い
無
体
情
報
も
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
1
の
保
護
の
対
象
と
な
る
と
す

　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
刑
訴
法
第
九
九
条
第
一
項
と
の
関
連
で
は
、
「
無
体
情
報
」
と
し
て
の
電
磁
的
記
録
も
、
記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
た

り
、
一
定
の
用
紙
に
印
字
出
力
（
プ
リ
ソ
ト
ア
ゥ
ト
）
さ
れ
た
り
し
て
、
物
理
的
に
管
理
可
能
な
形
態
で
有
体
物
に
化
体
す
る
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
ら
を
一
体
的
に
と
ら
え
て
．
有
体
物
の
捜
索
・
差
押
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
捜
索
・
差
押
の
範
囲
は
、
一
般
に
、
被
疑
事
実
と
の
関
連
性
の
有
無
お
よ
び
程
度
、
捜
索
・
差
押
の
必
要
性
か
ら
判
断
さ

（
1
9
）

れ
る
。

11
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し
か
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
又
は
こ
れ
と
関
連
す
る
犯
罪
の
捜
索
・
差
押
に
あ
っ
て
、
捜
索
場
所
に
あ
る
磁
気
テ

1
プ
、
磁
気
デ
ィ
ス
ク
、
磁
気
ド
ラ
ム
等
の
記
録
媒
体
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
記
録
・
保
存
さ
れ
て
る
電
磁
的
記
録
を
内
容
的
に
見
読
で

き
る
可
視
性
・
可
読
性
を
具
備
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
電
磁
的
記
録
の
内
容
を
知
覚
で
き
な
い
し
、
た
と
え
内
容
を
表
示
し

た
ラ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
，
そ
れ
が
差
押
の
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
否
か
判
然
と
し
な
い
こ
と
も
多
い
。
し
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
）

っ
て
、
す
く
な
く
と
も
C
R
T
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
装
置
な
ど
に
よ
っ
て
出
力
し
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
を
使
用
し
て
処
理
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
捜
査
機
関
が
自
ら
出
力
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
も
多
い
で
あ
ろ
う
し
、
そ
う
し
た
場
合
、
出
力
の
た
め
の
被
処
分
者
も
し
く
は
関
係
者
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、

電
磁
的
記
録
内
容
を
知
覚
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
場
合
も
で
て
こ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
消
去
・
変
更
が
容
易
な
電
磁
的
記
録
の
性

格
を
考
慮
す
る
と
、
罪
証
隠
滅
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、
捜
査
機
関
に
と
っ
て
関
連
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
記
録
媒
体

を
す
べ
て
差
し
押
え
る
必
要
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
差
押
え
が
お
よ
そ
許
さ
れ
な
い
と
ま
で
は
い
え
な
い
と
考
え
る
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
て
い
る
今
目
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
被
処
分
者
の
業
務
に
対
す
る
重

大
な
影
響
を
考
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
証
拠
保
全
の
必
要
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
転
写
し
た
記
録
媒
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

を
差
し
押
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
こ
と
に
、
多
量
の
情
報
を
記
録
・
保
存
し
て
い
る
電
子
フ
ァ
イ
ル
に
は
、
捜
索
・
差
押
の
対
象
と
は
無
関
係
の
情
報
も
多
く
含
ま
れ
て

い
る
の
が
通
常
で
、
必
要
な
情
報
の
み
を
出
力
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
フ
ァ

イ
ル
全
体
を
差
し
押
え
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
、
憲
法
第
三
五
条
の
要
求
す
る
一
般
令
状
の
禁
止
の

趣
旨
に
照
ら
し
、
そ
の
記
録
媒
体
の
保
管
さ
れ
て
い
る
周
囲
の
状
況
な
ど
か
ら
差
押
対
象
物
と
し
て
令
状
に
記
載
さ
れ
た
目
的
物
と
の
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
22
）

連
性
を
具
体
的
・
個
別
的
に
判
断
し
て
で
き
る
だ
け
限
定
す
る
べ
き
と
考
え
る
。
憲
法
第
三
五
条
の
要
求
す
る
「
正
当
な
理
由
」
を
示
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

「
被
疑
事
実
」
と
関
係
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
物
の
押
収
が
許
さ
れ
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

12
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ま
た
、
電
磁
的
記
録
は
、
事
故
な
ど
に
備
え
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
と
し
て
、
複
数
の
記
録
媒
体
に
同
一
内
容
の
電
磁
的
記
録
が
貯
蔵
．
保

存
さ
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
捜
査
目
的
達
成
の
た
め
、
捜
索
・
押
収
活
動
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
電
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

的
記
録
を
貯
蔵
し
て
い
る
す
べ
て
の
記
録
媒
体
を
差
し
押
え
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
令
状
に
記

載
さ
れ
た
目
的
物
と
の
関
連
性
の
程
度
を
考
慮
す
る
こ
と
な
し
に
、
無
差
別
的
に
す
べ
て
の
記
録
媒
体
を
差
し
押
え
る
と
い
う
こ
と
は
令

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

状
主
義
の
趣
旨
か
ら
許
さ
れ
な
い
と
解
す
る
。

　
⑧
　
第
三
者
に
対
す
る
捜
索
・
差
押

　
と
こ
ろ
で
．
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
機
器
類
の
所
有
・
占
有
・
管
理
が
、
被
疑
者
や
被
害
者
に
係
る
の
で
は
な
く
そ
の
他
の
第
三
者
に
係
る
場

合
、
そ
れ
ら
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
類
に
対
す
る
捜
索
・
差
押
が
許
さ
れ
る
か
も
間
題
で
あ
る
。

　
第
三
者
の
所
有
・
管
理
・
占
有
す
る
物
の
差
押
に
つ
い
て
、
現
行
法
は
直
接
規
定
を
設
け
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
刑
訴
法
第
二
二
二
条

第
一
項
が
準
用
す
る
第
一
〇
二
条
第
二
項
は
、
被
疑
者
、
被
告
人
以
外
の
第
三
者
の
物
又
は
住
居
そ
の
他
の
場
所
に
つ
い
て
、
押
収
す
べ

き
物
の
存
在
を
認
め
る
に
足
り
る
状
況
の
あ
る
場
合
に
限
り
、
捜
索
す
る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
ま
た
、
刑
訴
法
第
二
二
二
条
第
一
項
が

準
用
す
る
第
一
〇
五
条
は
、
業
務
上
の
秘
密
に
つ
い
て
押
収
拒
絶
権
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
．
同
条
を
反
対
解
釈
し
て
、
第
三
者
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

す
る
差
押
は
許
さ
れ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
。

　
ま
た
、
令
状
に
よ
る
捜
索
・
差
押
の
許
可
は
、
当
該
場
所
に
つ
い
て
、
当
該
物
件
を
、
そ
の
場
所
の
管
理
者
の
意
思
い
か
ん
に
か
か
わ

ら
ず
、
捜
索
し
、
差
し
押
え
る
こ
と
の
権
限
を
捜
査
機
関
に
与
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
権
限
の
範
囲
内
で
．
差
押
可
能
な
物
か
否

か
の
判
断
が
、
当
該
場
所
に
あ
る
令
状
記
載
の
対
象
物
と
一
見
し
て
異
な
る
物
で
な
い
対
象
物
、
そ
の
物
の
中
に
対
象
物
が
入
っ
て
い
な

い
こ
と
が
明
ら
か
な
物
以
外
に
つ
い
て
は
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
可
能
で
あ
る
の
で
、
第
三
者
の
所
有
・
管
理
・
占
有
す
る
物
に
つ
い
て

内
容
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
う
え
で
第
三
者
の
所
有
・
管
理
・
占
有
す
る
物
で
あ
っ
て
も
そ
の
物
件
が
令
状
記
載
の
物
件
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

る
場
合
に
は
差
し
押
え
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
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判
例
に
お
い
て
も
、
第
三
者
の
所
有
に
属
す
る
物
が
、
そ
の
第
三
者
の
犯
罪
に
係
る
証
拠
物
で
あ
っ
て
も
、
同
時
に
そ
れ
が
令
状
発
布

に
係
る
事
件
の
証
拠
物
と
思
料
さ
れ
る
物
で
あ
る
限
り
、
そ
の
令
状
に
よ
り
適
法
に
差
押
え
で
き
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

最
三
小
判
昭
和
三
一
年
四
月
二
四
目
刑
集
一
〇
巻
四
号
六
〇
八
頁
は
、
被
疑
者
K
に
対
す
る
捜
索
差
押
許
可
状
に
ょ
る
捜
索
差
押
え
に
際

し
、
K
方
同
居
人
で
あ
る
被
告
人
D
の
覚
せ
い
剤
不
法
所
持
の
事
実
が
た
ま
た
ま
発
覚
し
、
上
記
捜
索
差
押
許
可
状
に
よ
り
D
所
有
の
覚

せ
い
剤
が
押
収
さ
れ
る
と
と
も
に
、
D
は
現
行
犯
逮
捕
さ
れ
た
事
例
に
お
い
て
、
弁
護
人
か
ら
、
D
が
所
有
す
る
覚
せ
い
剤
の
捜
索
差
押

え
を
行
な
う
に
は
、
憲
法
三
五
条
、
刑
訴
法
第
一
〇
七
条
の
規
定
上
、
D
に
対
す
る
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
被
疑
事
件
に
つ
い
て
発
せ
ら

れ
た
捜
索
差
押
許
可
状
に
基
づ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
K
に
対
す
る
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
被
疑
事
件
に
つ
い
て
発

せ
ら
れ
た
捜
索
差
押
許
可
状
に
基
づ
い
て
、
D
所
有
の
覚
せ
い
剤
の
押
収
が
な
さ
れ
た
の
は
違
法
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
上
告
趣
意
に
対

し
、
「
所
論
捜
索
差
押
は
．
被
疑
者
K
に
対
す
る
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
被
疑
事
件
に
つ
き
令
状
掲
記
の
捜
索
差
押
の
場
所
に
お
い
て
、

捜
索
差
押
の
目
的
た
る
物
に
つ
き
な
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
に
存
す
る
捜
索
差
押
調
書
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
記
録
特
に

現
行
犯
人
逮
捕
手
続
書
に
よ
れ
ば
、
本
件
の
捜
索
差
押
の
執
行
に
際
し
た
ま
た
ま
被
告
人
に
つ
い
て
覚
せ
い
剤
不
法
所
持
の
事
実
が
発
覚

し
た
た
め
、
被
告
人
に
対
し
現
行
犯
人
と
し
て
逮
捕
手
続
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
刑
訴
二
二
〇
条
に
基
く
押
収
と
考
え
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

も
で
き
る
。
結
局
双
方
の
関
係
か
ら
見
て
本
件
手
続
き
を
違
法
と
す
る
に
足
り
な
い
。
」
と
判
示
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
の
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
同
旨
の
見
解
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
．

　
京
都
地
決
昭
和
四
六
年
四
月
三
〇
日
刑
裁
月
報
三
巻
四
号
六
一
七
頁
も
捜
査
段
階
に
お
け
る
裁
判
官
の
捜
索
差
押
許
可
の
裁
判
お
よ
び

そ
の
裁
判
に
も
と
づ
く
司
法
警
察
員
の
差
押
処
分
に
対
す
る
捜
索
場
所
ま
た
は
差
押
物
の
所
有
者
ま
た
は
保
管
者
と
目
さ
れ
る
者
か
ら
の

不
服
申
し
立
て
が
な
さ
れ
た
事
件
で
、
「
差
押
は
、
被
疑
者
以
外
の
第
三
者
の
物
に
つ
い
て
も
捜
査
の
必
要
上
こ
れ
を
な
し
う
る
も
の
と

　
　
　
　
（
2
9
）

解
せ
ら
れ
る
。
」
と
し
た
う
え
、
「
そ
の
場
合
に
、
第
三
者
の
所
有
者
ま
た
は
保
管
者
と
し
て
当
然
に
保
有
す
る
利
益
は
、
被
疑
者
の
そ
れ

よ
り
重
く
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
、
そ
の
物
を
差
し
押
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
三
者
の
右
の
よ
う
な
利
益
と
衝
突
す
る

14
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こ
と
も
免
れ
難
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
利
益
を
具
さ
に
較
量
し
、
第
三
者
の
物
を
被
疑
事
実
の
証
拠
と
し
て
差
し
押
え
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

つ
き
必
要
性
が
十
分
認
め
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
差
押
処
分
は
許
容
さ
れ
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
（
15
）
　
新
保
・
前
掲
注
（
6
）
一
四
七
頁
、
な
お
柳
俊
夫
「
捜
索
・
差
押
え
」
『
刑
事
手
続
』
上
（
三
井
誠
“
中
山
善
房
“
河
上
和
雄
H
田
邨
正
義
編
）

　
　
三
〇
六
頁
（
一
九
八
八
年
）
は
、
無
体
情
報
そ
れ
自
体
は
差
押
え
の
対
象
と
な
ら
な
い
が
．
情
報
が
書
類
や
帳
簿
等
の
有
体
物
に
化
体
し
た
場
合
に

　
　
は
、
そ
れ
ら
の
書
類
等
を
差
押
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
情
報
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
に
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
も
同
様
に

　
　
そ
れ
ら
を
差
押
え
る
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
る
．

　
（
16
）
　
松
尾
浩
也
監
修
『
条
解
刑
事
訴
訟
法
』
（
増
補
補
正
版
）
一
五
九
頁
参
照
。

　
（
17
）
　
渥
美
・
前
掲
注
（
9
）
五
九
頁
以
下
、
井
上
・
前
掲
注
（
7
）
法
学
教
室
一
一
四
頁
．

　
　
　
な
お
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
盗
聴
に
つ
い
て
、
住
居
に
対
す
る
物
理
的
な
支
配
や
利
用
の
阻
害
と
い
う
関
心
で
は
な
く
、
個
人
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ

　
　
シ
ー
に
対
す
る
侵
害
の
危
険
と
い
う
関
心
か
ら
問
題
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
の
が
共
通
の
認
識
で
あ
る
と
す
れ
ば
（
井
上
・
前
掲
注
（
7
）
法
学
教
室

　
　
一
一
四
頁
）
、
す
く
な
く
と
も
、
憲
法
三
五
条
の
問
題
と
し
て
は
、
無
体
情
報
に
つ
い
て
規
律
の
対
象
と
さ
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
1
8
）
　
村
井
敏
邦
『
現
代
刑
事
訴
訟
法
』
（
川
崎
英
明
担
当
）
八
二
頁
は
、
「
こ
れ
ら
の
情
報
は
磁
気
テ
ー
プ
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
れ
ば
有
体
物
に

　
　
転
化
す
る
か
ら
、
実
質
的
に
観
察
し
て
、
こ
れ
ら
情
報
を
有
体
物
と
一
体
の
も
の
と
み
て
『
証
拠
物
』
に
あ
た
る
と
解
す
る
余
地
も
な
く
は
な
い
．

　
　
し
か
し
、
磁
気
テ
ー
プ
に
記
録
さ
れ
た
『
情
報
』
は
そ
れ
自
体
は
た
ん
な
る
符
合
で
あ
っ
て
何
ら
意
味
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
の
過

　
　
程
で
人
為
的
操
作
が
加
え
ら
れ
て
は
じ
め
て
『
情
報
』
と
し
て
の
意
味
あ
る
形
を
と
る
。
…
し
た
が
っ
て
磁
気
テ
ー
プ
内
の
『
情
報
』
と
プ
リ

　
　
ン
ト
ア
ウ
ト
さ
れ
て
有
体
物
に
転
化
し
た
『
情
報
』
と
は
一
体
の
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
磁
気
テ
ー
プ
内
の
情
報
は
「
証

　
　
拠
物
」
に
あ
た
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
新
保
・
前
掲
注
（
6
）
一
四
八
頁
参
照
。

　
（
19
）
捜
索
・
差
押
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
河
上
和
雄
「
捜
索
・
差
押
の
範
囲
」
刑
事
訴
訟
法
の
理
論
と
実
務
〔
別
冊
判
例
タ
イ
ム
ズ
漁
7
〕
二
八
五

　
　
頁
（
一
九
八
O
年
）
等
参
照
．

　
　
　
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
島
田
仁
郎
「
差
押
の
許
さ
れ
る
証
拠
物
と
被
疑
事
実
と
の
関
連
性
の
程
度
」
『
新
版
令
状
基
本
問
題
』
五
四
八
頁
（
】
九

　
　
八
六
年
）
。

　
　
　
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
最
三
小
決
昭
和
四
四
・
三
・
一
八
刑
集
二
三
巻
三
号
一
五
三
頁
が
、
令
状
発
付
の
要
件
で
あ
る
と
し
、
そ
の
判
断
要
素
と

　
　
し
て
「
犯
罪
の
態
様
、
軽
重
、
差
押
物
の
証
拠
と
し
て
の
価
値
、
重
要
性
、
差
押
物
が
証
拠
隠
滅
殿
損
さ
れ
る
お
そ
れ
の
有
無
、
差
押
に
よ
っ
て
受

　
　
け
る
被
差
押
者
の
不
利
益
の
程
度
そ
の
他
諸
般
の
事
情
」
を
考
慮
す
る
と
し
て
い
る
．
光
藤
景
絞
「
国
学
院
大
学
映
画
フ
ィ
ル
ム
押
収
事
件
」
昭
和
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四
四
年
度
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
五
六
号
）
二
…
二
頁
（
一
九
七
〇
年
）
、
親
崎
定
雄
「
捜
索
・
押
収
の
必
要
性
の
判
断
」
嚇
捜
査
法
大
系

　
皿
』
三
〇
頁
（
一
九
七
二
年
）
。

　
　
ま
た
、
関
連
性
、
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
他
の
犯
罪
の
捜
査
の
た
め
に
な
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
．
い
わ
ゆ
る
別
件
捜
索
・
差
押
と
し

　
て
許
さ
れ
な
い
と
い
え
よ
う
。
最
一
小
判
昭
和
五
一
・
二
・
一
八
判
例
時
報
八
三
七
号
一
〇
四
頁
参
照
。
川
崎
英
明
「
差
押
の
範
囲
」
法
律
時
報

　
五
八
巻
一
一
号
九
六
頁
（
一
九
八
六
年
）
参
照
．

（
2
0
）
　
記
録
媒
体
に
記
録
・
保
存
さ
れ
て
い
る
電
磁
的
記
録
の
見
読
可
能
な
出
力
に
関
し
て
は
4
で
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

（
2
1
）
　
廣
畑
史
郎
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
と
捜
索
・
差
押
え
」
警
察
学
論
集
四
一
巻
三
号
六
五
．
七
三
頁
（
一
九
八
八
年
）
も
、
す
べ
て
の
電
磁
的
記

録
を
差
押
え
る
こ
と
も
違
法
で
は
な
い
と
さ
れ
る
．
な
お
、
河
上
和
雄
『
捜
索
・
差
押
』
八
七
頁
（
一
九
七
九
年
）
は
、
む
し
ろ
積
極
的
に
、
証
拠

　
隠
滅
防
止
の
た
め
．
す
べ
て
の
磁
気
テ
ー
プ
等
を
差
し
押
え
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
が
，
し
か
し
電
磁
的
記
録
の
内
容
が
見
読
で
き
ず
特
定
し
得

な
い
か
ら
す
べ
て
を
差
し
押
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
や
は
り
対
象
が
特
定
で
き
な
い
以
上
差
押
え
は
許
さ
れ
な
い

　
と
い
え
よ
う
。

　
　
な
お
、
岩
田
・
前
掲
注
（
6
）
一
九
九
頁
は
、
こ
の
よ
う
な
捜
査
の
指
針
を
与
え
る
の
み
で
は
、
捜
査
官
の
捜
査
権
限
濫
用
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
い

　
と
批
判
さ
れ
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
合
、
記
録
媒
体
へ
の
転
写
に
関
す
る
真
正
の
証
明
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
2
2
）
　
東
京
地
決
昭
和
四
三
・
一
一
・
二
九
判
例
時
報
五
三
八
号
二
〇
頁
は
．
生
フ
ィ
ル
ム
の
差
押
に
つ
い
て
．
フ
ィ
ル
ム
の
内
容
が
外
か
ら
全
く
分

　
か
ら
な
い
た
め
、
関
連
性
に
つ
い
て
の
疎
明
が
な
い
と
し
て
差
押
を
取
り
消
し
て
い
る
。
秋
山
規
雄
「
令
状
に
記
載
さ
れ
た
物
以
外
の
物
件
を
差
し

押
え
た
の
で
は
な
い
か
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
」
『
新
版
令
状
基
本
問
題
』
五
五
九
頁
（
一
九
八
六
年
）
。

　　ハ　　ハ　　ハ　　ハ　　ハ　　ハ
　　28　27　26　25　24　23

説））））））
（
29
）
（
3
0
） 大

阪
高
判
昭
和
四
九
・
三
・
二
九
高
刑
集
二
七
巻
一
号
八
四
頁
．

同
旨
．
廣
畑
・
前
掲
注
（
2
1
）
七
四
頁
。

秋
山
・
前
掲
注
（
2
2
）
五
五
九
～
五
六
〇
頁
。

廣
畑
・
前
掲
注
（
21
）
六
七
頁
．

河
上
・
前
掲
注
（
2
1
）
七
八
頁
。

最
三
小
判
昭
和
三
一
・
四
・
二
四
刑
集
一
〇
巻
四
号
六
〇
八
、
六
一
一
頁
．
人
見
信
男
「
第
三
者
所
有
物
に
対
す
る
執
行
」

（
捜
索
・
差
押
え
篇
）
〔
別
冊
判
例
タ
イ
ム
ズ
庶
1
0
〕
五
八
頁
（
一
九
八
八
年
）
参
照
．

　
　
京
都
地
決
昭
和
四
六
・
四
・
三
〇
刑
裁
月
報
三
巻
四
号
六
一
七
、
六
二
〇
頁
．

警
察
実
務
判
例
解
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わが国における刑事手続とコソピュータ犯罪（1）

3
　
執
行
に
お
け
る
補
助
者
の
立
会
い

　
捜
索
・
差
押
の
執
行
に
あ
た
る
司
法
警
察
職
員
が
捜
索
・
差
押
に
必
要
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る
知
識
・
技
能
を
有
し
て
い
な
い
場

合
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る
専
門
的
知
識
・
技
能
を
有
す
る
第
三
者
た
る
専
門
家
を
補
助
者
と
し
て
捜
索
・
差
押
の
執
行
に
立
ち
会
わ

せ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
現
行
法
は
、
一
定
の
例
外
を
除
い
て
（
刑
訴
法
一
二
三
条
、
二
≡
二
条
一
項
、
二
二
五
条
一
項
）
、
強
制
捜
査
の
主
体
を
、
原
則
と
し
て
、
司

法
警
察
職
員
、
検
察
官
、
検
察
事
務
官
と
し
て
い
る
の
で
（
刑
訴
法
一
九
七
条
一
項
、
一
八
九
条
二
項
、
一
九
一
条
）
、
捜
査
機
関
で
は
な
い
私

人
が
強
制
捜
査
の
補
助
者
と
な
る
こ
と
は
例
外
と
い
え
よ
う
．

　
さ
て
、
刑
訴
法
第
二
二
二
条
第
一
項
が
準
用
す
る
第
一
二
条
第
一
項
は
、
捜
索
・
差
押
の
執
行
に
つ
い
て
、
「
必
要
な
処
分
」
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
し
て
い
る
が
、
強
制
捜
査
の
補
助
者
を
し
て
、
捜
査
目
的
達
成
の
た
め
、
「
必
要
な
処
分
」
を
な
さ
し
め
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
「
必
要
な
処
分
」
は
、
無
制
約
に
い
か
な
る
行
為
で
あ
っ
て
も
許
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
執
行
の

目
的
を
達
す
る
た
め
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
に
限
ら
れ
る
．
そ
こ
で
、
必
要
な
補
助
者
を
捜
索
場
所
へ
立
ち
入
ら
せ
る
行
為
は
、
捜
索
・

差
押
行
為
の
一
部
と
し
て
そ
の
権
限
に
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
捜
索
す
べ
き
場
所
、
差
押
す
べ
き
物
を
探
さ
せ
る
行
為
は
．
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

会
的
に
相
当
な
範
囲
で
行
な
わ
れ
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
に
附
随
す
る
「
必
要
な
処
分
」
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
捜
索
・

差
押
の
執
行
に
あ
た
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
専
門
家
を
補
助
者
と
し
て
協
力
を
求
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
る
。

　
（
3
1
）
　
例
え
ば
、
私
人
た
る
錠
前
屋
が
「
錠
を
は
ず
し
」
た
り
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
河
上
和
雄
『
実
務
刑
事
手
続
法
』
二
四
九
頁
（
一
九
七
八

　
　
年
）
。

　
（
3
2
）
　
廣
畑
・
前
掲
注
（
2
1
）
六
九
頁
、
平
田
勝
雅
「
刑
訴
法
一
一
一
条
一
項
の
必
要
な
処
分
の
意
義
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
ニ
九
六
号
四
一
七
頁
（
一
九
七

　
　
三
年
）
、
佐
藤
・
前
掲
注
（
1
2
）
四
一
二
頁
は
、
警
察
比
例
の
原
則
の
よ
う
に
、
目
的
達
成
の
た
め
必
要
最
小
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
処
分
が
許
さ
れ

　
　
る
べ
ぎ
で
あ
り
、
そ
の
手
段
、
方
法
も
目
的
に
て
ら
し
社
会
通
念
上
妥
当
な
も
の
と
し
て
許
容
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
．
同
旨
、
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高
田
・
前
掲
注
（
12
）
三
六
四
～
三
六
五
頁
、
松
尾
・
前
掲
注
（
16
）
一
七
七
頁
．

（
3
3
）
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
も
、
下
級
裁
判
所
の
裁
判
例
に
お
い
て
、
専
門
家
の
立
会
等
の
協
力
を
認
め
た
も
の
が
あ
る
。
零
窪
o
零
①
。
巨
。
戸

冒
o
●
＜
’
一
暮
畦
專
菖
9
亀
切
q
器
ぼ
①
切
¢
冒
8
げ
『
霧
O
o
暮
こ
①
お
労
旨
。
ε
合
（
埠
げ
9
卜
這
o
o
N
y
8
暮
り
留
三
①
山
ミ
一
q
あ
●
目
ω
O
（
這
oO
㎝
）
は
、

　
フ
ァ
イ
ル
の
捜
索
に
専
門
家
の
立
会
を
認
め
て
お
り
、
℃
8
三
Φ
〈
’
の
唇
＆
自
O
o
霞
ひ
9
ω
導
蜜
9
鶏
即
○
窪
暮
ざ
一
9
0
箪
＞
箸
．
ω
山
一
8
一

（
お
o
。
○
）
は
、
専
門
的
知
識
を
有
し
な
い
捜
査
官
に
か
わ
っ
て
捜
索
・
差
押
の
目
的
か
ど
う
か
を
専
門
家
が
判
断
で
き
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
評
8
ざ

く
●
Z
。
げ
5
①
器
型
浅
8
ω
（
Q
。
宣
お
o
。
一
）
は
、
令
状
に
専
門
家
の
立
会
を
条
件
と
す
る
こ
と
を
明
示
し
た
事
例
で
あ
る
。

18

4
　
記
録
媒
体
に
記
録
・
保
存
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
内
容
の
可
視
化
・
可
読
化

　
記
憶
媒
体
に
記
録
・
保
存
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
は
、
見
読
可
能
性
を
有
し
て
そ
れ
自
体
で
独
立
し
て
証
拠
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
う

る
通
常
の
文
書
と
異
な
り
、
記
録
と
媒
体
と
の
一
体
性
あ
る
い
は
固
着
性
に
乏
し
く
、
そ
の
ま
ま
で
は
証
拠
と
し
て
利
用
で
き
る
可
視

性
・
可
読
性
を
も
た
な
い
の
で
、
証
拠
と
し
て
用
い
る
た
め
に
は
、
そ
の
内
容
を
見
読
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
刑
訴
法
第
二
二
二
条
第
一
項
は
第
一
一
一
条
第
一
項
を
準
用
す
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
第
一
二
条
第
一
項
は
、
「
錠
を
は
ず
し
、
封

を
開
き
、
そ
の
他
必
要
な
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
、
捜
査
機
関
は
、
捜
索
・
差
押
の
執
行
自
体
、
お
よ
び
そ
の
前
提
と
な

る
執
行
の
た
め
不
可
欠
な
行
為
で
、
執
行
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
か
つ
社
会
的
に
も
相
当
と
認
め
ら
れ
る
処
分
を
な
し
う
る
こ

　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
刑
訴
法
二
二
二
条
第
一
項
は
第
一
一
一
条
第
二
項
を
も
準
用
し
て
い
る
の
で
、
差
押
に
ょ
る
も
の
で
あ
ろ
う

と
、
任
意
提
出
に
ょ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
押
収
物
に
つ
い
て
は
、
検
証
す
べ
き
か
ど
う
か
、
証
拠
と
な
り
う
る
か
ど
う
か
、
留
置
の
必

要
が
あ
る
か
ど
う
か
（
一
二
三
条
参
照
）
等
を
た
し
か
め
る
た
め
に
も
、
第
一
項
の
場
合
と
同
様
に
「
必
要
な
処
分
」
を
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
（
35
）

る
と
解
さ
れ
る
。

　
こ
の
「
必
要
な
処
分
」
は
、
捜
査
の
た
め
と
い
う
公
益
上
の
要
請
の
も
と
に
は
私
権
の
制
限
も
や
む
を
得
な
い
と
い
う
趣
旨
に
基
づ
く

も
の
で
あ
り
、
必
要
な
処
分
で
あ
る
な
ら
ぽ
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
可
能
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
執
行
の
目
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的
を
達
す
る
た
め
必
要
で
あ
り
、
か
つ
社
会
的
に
も
相
当
と
認
め
ら
れ
る
処
分
に
限
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の

処
分
が
限
度
を
逸
脱
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
処
分
は
不
当
ま
た
は
違
法
と
な
り
、
そ
の
程
度
の
著
し
い
場
合
に
は
、
捜
索
・
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

押
処
分
そ
の
も
の
が
違
法
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
械
に
特
有
の
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
が
あ
っ
て
、
同
機
種
の
機
械
で
あ
っ
て
も
、
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

異
な
れ
ば
、
証
拠
と
な
る
電
磁
的
記
録
を
当
該
記
録
媒
体
か
ら
出
力
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
た
と
え
捜
査
機
関
が

磁
気
テ
ー
プ
・
磁
気
デ
ィ
ス
ク
な
ど
の
記
録
媒
体
を
差
し
押
え
て
も
独
自
に
出
力
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、

差
押
現
場
で
の
当
該
情
報
処
理
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
て
出
力
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
．

　
こ
の
よ
う
に
、
捜
査
機
関
が
、
捜
索
・
差
押
の
執
行
に
あ
た
っ
て
、
当
該
コ
ン
ピ
ュ
！
タ
を
使
用
し
て
電
磁
的
記
録
を
出
力
す
る
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

が
あ
る
場
合
、
被
処
分
者
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
否
か
の
検
討
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
学
説
で
は
、
捜
査
機
関
は
、
被
処
分
者
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
て
電
磁
的
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も
の
の
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

の
法
的
根
拠
に
つ
い
て
、
刑
訴
法
第
一
一
一
条
第
一
項
に
い
う
「
必
要
な
処
分
」
と
し
て
こ
れ
を
肯
定
す
る
見
解
と
、
刑
訴
法
第
一
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

条
第
一
項
に
い
う
「
必
要
な
処
分
」
に
は
含
ま
れ
ず
別
個
の
司
法
審
査
を
必
要
と
す
る
見
解
と
に
わ
か
れ
て
い
る
。

　
前
者
の
立
場
は
、
「
捜
索
・
差
押
の
目
的
を
達
す
る
上
で
、
被
差
押
人
側
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
、
刑
訴
一
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

条
に
い
う
必
要
な
処
分
と
し
て
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
ざ
る
を
得
ず
、
ま
た
、
そ
の
様
に
解
す
る
こ
と
が
妥
当
」
と
か
、
「
捜
査

上
必
要
な
デ
ー
タ
を
ラ
イ
ン
プ
リ
ン
タ
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
せ
て
印
字
す
る
こ
と
は
、
関
係
者
に
必
要
以
上
の
迷
惑
を
か
け
た
り
、
ま
た
、

原
状
回
復
不
能
と
な
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
刑
訴
法
第
一
二
条
第
一
項
に
い
う
『
必
要
な
処
分
』
の
範
囲
内
に
あ
る
も
の
と
解
さ
れ

（
4
2
）る

」
と
か
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
の
見
解
は
、
「
被
処
分
者
」
に
は
被
疑
者
・
被
害
者
の
ほ
か
に
、
当
該
事
件
と
は
無
関
係
の
第
三
者
ま
で
も
含

ま
れ
う
る
の
で
、
被
処
分
者
を
被
疑
者
・
被
害
者
と
そ
の
他
の
第
三
者
と
に
わ
け
て
検
討
し
、
そ
の
他
の
第
三
者
の
場
合
に
は
、
刑
訴
法
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第
一
一
一
条
第
一
項
に
い
う
「
必
要
な
処
分
」
を
根
拠
に
こ
れ
を
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
捜
査
機
関
が
そ
の
必
要
性
を
疎
明
し
た
う
え
で
、

別
個
の
司
法
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
被
疑
者
・
被
害
者
の
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
事
前
の
司
法
審
査
を
経
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
そ
の
他
の
第
三
者
の
場
合
ほ
ど
厳
格
で
な
く
て
よ
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
捜
査
機
関
の
合
目
的
的
判
断
で
「
必
要
な
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
43
）

分
」
を
根
拠
に
許
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
、
と
さ
れ
る
。
こ
の
見
解
で
は
、
そ
の
他
の
第
三
者
の
所
有
に
係
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
「
必
要
な
処
分
」
に
求
め
る
の
は
、
「
捜
査
の
公
益
性
」
を
重
視
す
る
見
解
で
あ
る
と
し
て
、
否
定
す
る
。

　
捜
査
機
関
が
、
被
処
分
者
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
て
、
電
磁
的
記
録
を
出
力
す
る
に
あ
た
っ
て
、
当
該
事
件
と
関
係
の
な
い
第
三

者
に
対
し
て
配
慮
す
べ
き
場
合
が
あ
る
こ
と
は
、
例
え
ば
、
被
疑
者
が
シ
ン
グ
ル
・
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
場
合
と
は
異
な

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
タ
イ
ム
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
場
合
に
は
．
事
件
と
無
関
係
の
第
三
者
に
ま
で
営
業
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
45
）

ど
に
致
命
的
な
ま
た
は
多
大
な
損
失
を
与
え
る
場
合
も
あ
り
う
る
の
で
、
十
分
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
被
処

分
者
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
捜
査
機
関
に
よ
る
電
磁
的
記
録
の
出
力
に
つ
い
て
、
そ
の
法
的
根
拠
を
刑
訴
法
第
一
一
一
条
第
一
項
に

い
う
「
必
要
な
処
分
」
に
求
め
る
の
は
「
捜
査
の
公
益
性
な
い
し
真
実
解
明
の
必
要
性
」
を
重
視
す
る
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
事
前

の
司
法
審
査
を
要
求
す
べ
き
だ
と
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
は
、
傾
聴
に
値
す
る
見
解
と
は
い
え
、
検
討
を
要
し
よ
う
。
捜
索
・
押
収
に
事

前
の
司
法
審
査
を
要
求
す
る
憲
法
三
五
条
は
．
「
捜
索
す
る
場
所
お
よ
び
押
収
す
る
物
」
に
つ
い
て
明
示
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
が
、
捜

索
・
押
収
の
執
行
「
方
法
」
に
つ
い
て
ま
で
司
法
審
査
を
要
求
し
て
は
い
な
い
し
、
こ
れ
を
受
け
た
刑
訴
法
で
も
同
様
で
あ
ろ
う
（
刑
訴
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

一
二
八
条
一
項
、
一
二
九
条
一
項
、
刑
訴
規
一
五
五
条
一
項
参
照
）
。
ま
た
、
第
三
者
の
所
有
に
係
る
証
拠
物
の
差
押
え
も
許
さ
れ
る
が
、
そ
の

執
行
に
つ
い
て
「
必
要
な
処
分
」
を
行
な
い
う
る
と
解
さ
れ
る
の
で
、
捜
査
機
関
が
被
処
分
者
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
て
電
磁
的
記

録
を
出
力
す
る
法
的
根
拠
と
し
て
は
、
刑
訴
法
第
一
一
一
条
第
一
項
に
い
う
「
必
要
な
処
分
」
に
含
ま
れ
る
と
解
し
て
よ
い
と
考
え
る
。

　
そ
れ
で
は
、
捜
査
機
関
は
、
電
磁
的
記
録
の
出
力
に
あ
た
っ
て
、
被
処
分
者
な
い
し
当
該
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
精
通
し
て
い
る
者
に
対
し

て
、
そ
の
出
力
を
強
制
し
ま
た
は
義
務
づ
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

20
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学
説
は
、
現
行
法
の
も
と
で
は
、
捜
査
機
関
は
、
そ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
、
電
磁
的
記
録
の
出
力
を
強
制
し
ま
た
は
義
務
づ
け
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
結
論
で
異
論
を
み
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
「
内
容
が
わ
か
ら
ぬ
以
上
、
す
ぺ
て
の
磁
気
テ
ー
プ
類
を
と
り
あ
え
ず
差
し
押
え
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
し
、
こ
の
場
合
、
被
差
押
人
側
と
し
て
も
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
必
要
部
分
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
協
力
せ
ざ
る
を
得
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

い
と
い
う
こ
と
で
事
実
上
解
決
さ
れ
る
」
で
あ
ろ
う
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
一
般
的
・
探
索
的
捜
索
・
押
収
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
48
）

禁
ず
る
と
い
う
令
状
主
義
の
趣
旨
か
ら
し
て
賛
成
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
「
差
押
自
体
が
適
法
で
あ
る
場
合
、
差
押
を
ひ
か
え
て
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

れ
を
背
景
に
相
手
方
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
協
力
す
る
よ
う
に
働
ぎ
か
け
る
こ
と
は
、
不
当
な
強
制
に
わ
た
ら
な
い
限
り
許
さ
れ
る
」
が
、

任
意
処
分
と
し
て
協
力
が
引
き
出
さ
れ
る
限
り
で
は
妥
当
す
る
が
、
協
力
を
得
ら
れ
な
い
場
合
、
捜
査
の
実
効
性
を
確
保
で
き
な
い
。
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

法
的
解
決
を
必
要
と
す
る
問
題
と
い
え
よ
う
。

　
な
お
、
記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
た
内
容
は
、
個
人
の
秘
密
や
企
業
上
の
秘
密
に
属
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
業

務
上
の
秘
密
を
理
由
に
押
収
を
拒
否
し
う
る
か
も
問
題
と
な
る
．

　
刑
訴
法
二
二
二
条
第
一
項
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
第
一
〇
五
条
は
、
第
一
〇
三
条
同
様
、
実
体
的
真
実
の
発
見
と
い
う
訴
訟
法
的
利
益
と

業
務
上
の
秘
密
の
保
護
と
い
う
超
訴
訟
法
的
利
益
の
調
和
を
図
る
規
定
と
さ
れ
、
個
人
の
秘
密
に
関
す
る
も
の
を
扱
う
機
会
の
多
い
業
務

者
に
押
収
拒
絶
権
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
生
活
上
不
可
欠
な
そ
の
種
の
業
務
お
よ
び
こ
れ
に
秘
密
を
託
す
る
者
の
信
頼
を
保
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
周
知
の
と
お
り
、
通
説
・
判
例
は
、
第
一
〇
五
条
は
限
定
列
挙
と
解
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

て
ば
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
情
報
処
理
者
は
含
ま
れ
ず
、
こ
れ
ら
の
者
は
業
務
上
の
秘
密
を
理
由
に
押
収
を
拒
否
し
え
な
い
こ
と
と
な
る
。

　
（
34
）
　
佐
藤
・
前
掲
注
（
12
）
四
一
一
～
四
一
三
頁
、
高
田
・
前
掲
注
（
1
2
）
三
六
四
～
三
六
五
頁
、
松
尾
・
前
掲
注
（
16
）
一
七
七
頁
、
平
田
・
前
掲
注
（
32
）

　
　
四
一
七
頁
、
河
上
・
前
掲
注
（
2
1
）
七
九
～
八
八
頁
な
ど
。
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（
3
5
）
　
こ
の
押
収
物
の
検
証
に
つ
い
て
は
、
刑
訴
法
第
一
二
九
条
に
よ
り
「
必
要
な
処
分
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
第
一

　
一
一
条
第
二
項
に
い
う
「
必
要
な
処
分
」
は
、
検
証
に
よ
る
場
合
以
外
の
場
合
に
つ
い
て
の
規
定
と
解
さ
れ
る
．

（
36
）
　
佐
藤
・
前
掲
注
（
1
2
）
四
一
二
頁
、
高
田
・
前
掲
注
（
1
2
）
三
六
四
頁
、
松
尾
・
前
掲
注
（
1
6
）
一
七
七
頁
、
平
田
・
前
掲
注
（
3
2
）
四
一
七
頁
、
河

　
上
・
前
掲
注
（
謎
）
八
一
頁
な
ど
。

　
　
な
お
、
「
必
要
な
処
分
」
の
相
当
性
判
断
は
、
当
該
捜
索
・
差
押
の
認
め
ら
れ
る
公
益
上
の
理
由
、
必
要
性
・
緊
急
性
、
執
行
者
の
意
図
、
立
会

　
人
の
態
度
、
目
的
物
の
価
値
、
損
害
及
び
現
状
回
復
の
難
易
、
処
分
の
原
因
及
び
方
法
等
を
総
合
し
て
具
体
的
事
案
に
即
し
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ

　
る
。
丸
谷
定
弘
「
捜
索
・
差
押
令
状
の
執
行
方
法
」
『
捜
査
法
大
系
皿
』
六
七
頁
（
一
九
七
二
年
）
。

　
　
対
象
と
な
る
犯
罪
が
極
め
て
重
大
で
あ
り
、
捜
索
・
差
押
の
代
替
手
段
が
な
く
．
シ
ス
テ
ム
自
体
が
大
規
模
で
な
い
と
き
に
、
強
制
的
な
手
段
を

用
い
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
原
則
的
に
は
こ
の
よ
う
な
捜
索
・
差
押
は
許
さ
れ
な
い
と
考
え
る
。
同
旨
、
渥
美
・
前
掲
注
（
7
）
七
三
頁
。

（
37
）
　
各
和
吉
四
郎
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
と
捜
査
」
警
察
学
論
集
二
八
巻
三
号
五
一
、
六
八
頁
（
一
九
七
五
年
）
参
照
。

　
　
な
お
、
渥
美
・
前
掲
注
（
1
）
七
六
頁
で
は
、
捜
査
全
体
を
不
意
打
の
も
の
に
し
な
い
と
、
犯
人
が
誰
か
判
明
し
な
い
場
合
に
は
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ

　
の
不
当
操
作
に
よ
り
、
罪
証
隠
滅
が
容
易
に
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
．
こ
の
よ
う
な
場
合
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
稼
動
さ
せ
な
が
ら
、
各
種
マ
ニ

　
ュ
ア
ル
類
を
捜
索
・
押
収
す
る
と
と
も
に
、
重
要
な
部
署
を
監
視
し
な
が
ら
、
必
要
な
情
報
を
適
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
て
出
力
さ
せ
た
り
．
そ

　
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
コ
ピ
ー
を
作
成
し
た
り
、
さ
ら
に
は
テ
ー
プ
や
デ
ィ
ス
ク
の
複
製
を
行
な
う
な
ど
を
可
能
に
す
る
捜
索
・
押
収
令
状
を
条
件
を

　
附
け
て
発
す
る
こ
と
も
現
行
法
上
可
能
と
さ
れ
る
．

（
3
8
）
　
電
磁
的
記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
は
そ
の
ま
ま
で
は
通
常
人
の
知
覚
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
捜
査
機
関
は
、
差
押
令
状
な
ど
に

　
よ
り
適
法
に
差
押
え
た
磁
気
テ
ー
プ
な
ど
に
記
録
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
の
内
容
を
、
別
個
の
令
状
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
く
出
力
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
と
解
さ
れ
る
。
捜
査
機
関
に
は
、
差
押
状
の
発
布
に
よ
り
、
電
磁
的
記
録
を
出
力
す
る
権
限
が
刑
訴
法
二
一
条
一
項
の
「
必
要
な
処
分
」
の
内

　
容
と
し
て
承
認
さ
れ
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
新
保
・
前
掲
注
（
6
）
一
四
九
頁
。

　
　
な
お
、
岩
田
・
前
掲
注
（
6
）
一
九
六
頁
は
、
「
消
去
・
変
更
の
容
易
な
磁
気
テ
ー
プ
な
ど
の
電
磁
的
記
録
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
捜
査
官
の
手
に
無

　
制
限
に
任
せ
て
い
い
の
か
、
疑
問
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
．

（
3
9
）
　
西
原
春
夫
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
と
刑
事
法
上
の
諸
問
題
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
八
四
号
三
五
、
四
〇
頁
（
一
九
七
一
年
）
、
原
国
國
男
『
コ
ン

　
ピ
ュ
！
タ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
等
を
利
用
し
た
犯
罪
」
『
現
代
刑
罰
法
体
系
2
』
二
二
三
、
二
二
五
頁
（
一
九
八
三
年
）
．
河
上
・
前
掲
注
（
2
1
）

　
八
六
頁
、
丸
谷
定
弘
「
捜
索
・
差
押
令
状
の
執
行
方
法
」
『
捜
査
法
大
系
皿
』
五
八
、
六
五
頁
（
一
九
七
二
年
）
、
廣
畑
・
前
掲
注
（
21
）
六
五
、
七
一

　
頁
、
松
尾
・
前
掲
注
（
1
6
）
一
七
七
頁
、
柳
・
前
掲
注
（
1
5
）
三
〇
六
頁
な
ど
。
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な
お
、
東
京
高
判
昭
和
四
五
・
一
〇
二
二
高
刑
集
二
三
巻
四
号
七
四
九
頁
は
、
押
収
し
た
撮
影
済
フ
ィ
ル
ム
の
現
像
に
つ
き
、
フ
ィ
ル
ム
の
用

法
に
従
っ
て
一
種
の
加
工
を
施
し
、
既
存
の
画
像
を
現
す
作
業
に
す
ぎ
な
い
か
ら
別
に
裁
判
官
の
検
証
令
状
又
は
鑑
定
処
分
許
可
状
を
得
る
必
要
は

な
く
、
刑
訴
法
一
一
一
条
の
必
要
な
処
分
と
し
て
な
し
う
る
と
し
て
い
る
（
こ
の
判
決
の
解
説
と
し
て
、
樋
口
建
史
「
捜
索
・
差
押
え
と
必
要
な
処

分
ー
フ
ィ
ル
ム
の
現
像
」
警
察
実
務
判
例
解
説
（
捜
索
・
差
押
え
篇
）
〔
別
冊
判
例
タ
イ
ム
ズ
晦
m
〕
六
】
頁
（
一
九
八
八
年
）
参
照
）
。
そ
の
他
、

佐
々
木
史
朗
「
押
収
し
た
フ
ィ
ル
ム
の
現
像
と
令
状
の
要
否
」
『
新
版
令
状
基
本
問
題
』
六
二
九
頁
（
一
九
八
六
年
）
。

（
40
）
　
新
保
・
前
掲
注
（
6
）
一
五
〇
～
一
五
二
頁
．

　
　
な
お
、
岩
田
弁
護
士
は
、
新
保
氏
の
見
解
は
、
令
状
主
義
を
徹
底
さ
せ
、
で
き
る
限
り
司
法
審
査
を
く
ぐ
ら
せ
る
と
い
う
方
向
性
に
お
い
て
は
評

価
す
べ
き
で
あ
る
が
、
捜
索
・
差
押
の
令
状
実
務
の
実
情
を
み
る
と
き
、
捜
査
官
の
権
限
の
拡
大
を
防
ぐ
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
さ
れ

　
　
（
前
掲
注
（
6
）
一
九
七
頁
）
。

　
　
　
河
上
・
前
掲
注
（
2
1
）
八
六
頁
。

　
　
　
廣
畑
・
前
掲
注
（
2
1
）
七
一
頁
。

　
　
　
新
保
・
前
掲
注
（
6
と
五
咽
～
一
五
二
頁
．

　
　
　
新
保
・
前
掲
注
（
6
）
一
五
一
頁
．

　
　
　
原
田
國
男
判
事
は
、
こ
の
場
合
で
も
、
無
制
限
な
刑
事
司
法
の
至
上
性
を
是
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
内
在
的
制
約
が
あ
る
と
解
す
べ
き
と
さ

　
　
岩
田
・
前
掲
注
（
6
）
一
九
九
頁
は
、
差
押
を
受
け
る
側
の
権
利
と
し
て
、
無
関
係
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
対
す
る
拒
絶
権
を
認
め
、
そ
の
拒
絶
方

（
4
9
）
　
原
田
・
前
掲
注
（
3
9
）
二
二
六
頁
．

　
れ
、
被
疑
事
件
の
重
大
性
、
嫌
疑
の
存
在
、
当
該
証
拠
の
重
要
性
と
取
調
べ
の
必
要
性
、
他
の
手
段
の
有
無
、
相
手
方
の
蒙
る
被
害
の
程
度
な
ど
を

基
準
に
判
断
す
べ
き
と
さ
れ
る
（
前
掲
注
（
3
9
）
二
二
六
頁
）
．
安
冨
・
前
掲
注
（
6
）
二
六
頁
、
同
「
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
の
証
拠
と
捜
査
」
法
と
コ

　
ン
ピ
ュ
！
タ
六
号
三
〇
頁
（
一
九
八
八
年
）
参
照
。

　
る

（
4
1
）

（
4
2
）

（
4
3
）

（
4
4
）

（
4
5
）法

を
具
体
的
に
保
障
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
当
該
犯
罪
に
関
係
あ
る
情
報
の
記
録
部
分
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
た
文
書
や
そ
の
部
分

　
を
転
写
し
た
磁
気
デ
ィ
ス
ク
を
提
出
し
、
そ
の
作
成
の
真
正
を
保
障
す
る
措
置
を
講
じ
た
と
き
に
は
．
原
本
の
磁
気
デ
ィ
ス
ク
ヘ
の
差
押
は
拒
絶
で

き
る
こ
と
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
こ
の
こ
と
を
磁
気
デ
ィ
ス
ク
の
差
押
令
状
の
記
載
事
項
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
、
と
さ
れ
る
．

（
46
）
　
最
判
昭
和
三
一
・
四
・
二
四
刑
集
一
〇
巻
四
号
六
〇
八
頁
参
照
．

（
47
）
　
河
上
・
前
掲
注
（
2
1
）
八
七
頁
。

（
4
8
）
　
安
冨
・
前
掲
注
（
6
）
二
六
頁
．
岩
田
・
前
掲
注
（
6
と
九
八
頁
。
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（
5
0
）
柳
・
前
掲
注
（
1
5
）
三
〇
七
頁
は
、
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
命
令
」
の
よ
う
な
制
度
の
立
法
化
を
主
張
さ
れ
る
。
岩
田
・
前
掲
注
（
6
）
一
九
七
頁
参
照
。

（
5
1
）
　
松
尾
・
前
掲
注
（
1
6
）
一
七
〇
頁
、
藤
永
幸
治
『
註
訳
刑
事
訴
訟
法
』
（
青
柳
文
雄
他
編
著
）
第
一
巻
三
八
八
頁
（
一
九
七
六
年
）
。

（
5
2
）
　
最
決
昭
和
四
四
・
一
一
・
二
六
刑
集
二
三
巻
一
一
号
一
四
九
〇
頁
．
廣
畑
・
前
掲
注
（
2
1
）
七
四
頁
、
新
保
・
前
掲
注
（
6
と
五
四
頁
。

　
　
な
お
、
近
時
、
公
認
会
計
士
、
税
理
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
レ
ソ
ト
ゲ
ソ
技
師
、
各
種
コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
関
連
情
報
処
理
者

　
な
ど
、
一
〇
五
条
に
列
挙
す
る
以
外
に
他
人
の
秘
密
に
関
す
る
業
種
が
増
加
し
て
お
り
、
今
後
、
こ
う
し
た
業
種
の
者
の
扱
い
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な

　
る
ま
い
（
松
尾
・
前
掲
注
（
1
6
）
一
七
〇
頁
参
照
）
。
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三
　
立
法
的
対
応
の
必
要
性

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
係
る
犯
罪
の
証
拠
の
捜
索
・
押
収
に
あ
た
っ
て
は
、
令
状
主
義
の
要
請

か
ら
捜
索
場
所
・
押
収
対
象
物
の
特
定
・
明
示
の
問
題
を
は
じ
め
、
捜
索
・
押
収
の
範
囲
、
第
三
者
に
対
す
る
捜
索
・
押
収
、
執
行
に
お

け
る
補
助
者
の
協
力
の
問
題
な
ど
検
討
す
べ
き
課
題
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
も
っ
と
も
重
要
な
問
題
は
、
記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
た
電
磁

的
記
録
を
証
拠
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の
可
視
性
・
可
読
性
を
備
え
た
状
態
に
す
る
た
め
の
方
策
で
あ
る
と
い
え
よ
う
．

　
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
「
一
九
八
四
年
イ
ギ
リ
ス
警
察
・
刑
事
証
拠
法
（
醤
。
■
＆
8
騨
注
9
ぎ
ぎ
鎮
宰
幕
暮
①

＞
9
這
鍵
）
」
で
の
立
法
的
解
決
が
参
考
と
な
ろ
う
。

　
同
条
第
一
九
条
四
項
は
、

「
警
察
官
（
8
塗
冨
三
φ
）
は
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
に
収
録
さ
れ
た
情
報
で
そ
の
家
宅
等
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
、

a
　
そ
れ
が
、

　
i
　
当
該
警
察
官
に
お
い
て
現
に
捜
査
中
の
犯
罪
若
し
く
は
そ
の
他
の
犯
罪
に
関
す
る
証
拠
、
又
は
、

　
・
1
1
　
犯
罪
遂
行
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
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b
　
そ
の
隠
匿
、
逸
失
、
改
変
又
は
隠
滅
を
防
ぐ
た
め
に
差
し
押
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
信
ず
る
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
領
置
及
び
閲

　
読
の
可
能
な
形
態
で
、
こ
れ
を
提
出
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

と
規
定
し
、
さ
ら
に
、
同
法
第
二
〇
条
第
一
項
は
、

　
　
「
本
条
の
規
定
の
適
用
の
あ
る
法
規
に
よ
り
、
法
定
の
権
限
を
行
使
し
て
家
宅
等
に
立
ち
入
っ
た
警
察
官
に
付
与
さ
れ
る
差
押
え
の
権
限
は
、
コ
ソ

　
ピ
ュ
ー
タ
に
収
録
さ
れ
た
情
報
で
そ
の
家
宅
等
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
、
領
置
及
び
閲
読
の
可
能
な
形
態
で
、
こ
れ
を
提
出
す
る
こ
と

　
を
命
ず
る
権
限
を
含
む
と
解
す
る
。
」

と
し
．
ま
た
、
同
条
第
二
項
は
、

　
「
本
条
の
規
定
の
適
用
の
あ
る
法
規
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
．

a
　
こ
の
法
律
に
よ
り
前
に
制
定
さ
れ
た
法
律
の
規
定

b
　
第
八
条
及
び
第
一
八
条

c
附
則
第
一
第
一
八
条

d
　
こ
の
法
律
に
よ
り
後
に
制
定
さ
れ
る
法
律
の
規
定
」

と
規
定
す
る
。

　
そ
し
て
、
同
法
の
運
用
に
あ
た
っ
て
の
実
務
規
範
で
あ
る
「
警
察
官
に
ょ
る
家
宅
の
捜
索
及
び
警
察
官
が
身
体
及
び
家
宅
で
発
見
し

た
財
産
の
押
収
に
関
す
る
実
務
規
範
」
第
六
条
第
五
項
（
O
。
旨
電
雰
＞
§
8
吋
畠
旨
国
o
。
国
夷
琶
竃
亀
雰
畢
奮
。
。
零
℃
貫
臼
O
亀
一
。
舅
義
u

ゆ
爵
ω
国
目
雷
電
雰
亀
塁
翠
8
身
∪
巽
勺
8
一
自
○
寄
一
自
器
髪
℃
男
8
語
畠
℃
寄
窪
の
量
に
お
い
て
、

　
　
「
警
察
官
は
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
が
証
拠
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
を
貯
蔵
し
て
い
る
と
思
料
す
る
場
合
に
は
、
当
該
情
報
を
，
領
置
し
、
か
つ
、

　
見
読
で
き
る
（
〈
邑
亘
①
魯
且
一
品
崔
①
）
形
態
で
、
提
出
す
る
よ
う
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
．
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

と
規
定
を
設
け
て
い
る
。
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以
上
の
と
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
証
拠
と
な
る
電
磁
的
記
録
を
含
む
磁
気
テ
ー
プ
・
磁
気
デ
ィ
ス
ク
等
の
記
録
媒
体
を
そ
の

所
有
者
・
占
有
者
・
保
管
者
ら
か
ら
提
出
さ
れ
て
も
、
そ
の
ま
ま
で
は
電
磁
的
記
録
の
内
容
を
知
覚
で
き
ず
証
拠
と
し
て
利
用
で
き
な
い

の
で
、
そ
の
受
領
を
拒
否
し
、
証
拠
と
な
る
必
要
な
「
情
報
」
に
つ
い
て
、
当
該
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
者
ら
か
ら
可
視
性
・
可
読
性
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

あ
る
形
態
で
の
提
出
を
求
め
る
権
限
を
警
察
に
認
め
、
差
押
え
の
実
効
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
は
，
立
法
論
と
し
て
な
お
検
討
を
要
す
る
が
、
証
拠
と
し
て
の
利
用
か
ら
す
れ
ば
、
被
処
分
者
の
協
力
を
義
務
づ
け
、
可
視

性
・
可
読
性
の
あ
る
証
拠
と
し
て
出
力
す
る
た
め
に
は
、
弾
劾
主
義
・
当
事
者
主
義
訴
訟
構
造
を
と
る
現
行
法
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
裁

判
官
の
関
与
す
る
手
続
と
し
て
構
成
し
て
ゆ
く
方
策
が
考
え
ら
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
膨
大
な
情
報
を

貯
蔵
す
る
磁
気
フ
ァ
イ
ル
の
必
要
な
部
分
に
限
定
し
た
出
力
が
可
能
に
な
り
、
す
べ
て
電
磁
的
記
録
を
捜
索
・
押
収
す
る
よ
う
な
あ
ま
り

合
理
的
と
は
い
え
な
い
結
論
を
回
避
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
．
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（
5
3
）
　
コ
九
八
四
年
イ
ギ
リ
ス
警
察
・
刑
事
証
拠
法
」
に
つ
い
て
は
、
三
井
誠
・
井
上
正
仁
教
授
ら
に
よ
る
翻
訳
が
あ
る
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法

制
調
査
部
編
『
イ
ギ
リ
ス
警
察
・
刑
事
証
拠
法
　
イ
ギ
リ
ス
犯
罪
訴
追
法
』
（
一
九
八
八
年
）
が
あ
る
ほ
か
、
土
屋
正
三
「
イ
ギ
リ
ス
の
新
『
警
察

及
び
刑
事
証
拠
法
』
略
説
（
一
）
～
（
九
）
」
警
察
研
究
五
六
巻
二
号
三
頁
、
二
一
号
一
五
頁
（
一
九
八
五
年
）
．
五
七
巻
二
号
一
九
頁
（
一
九
八
六

年
）
、
五
八
巻
一
号
一
九
頁
、
三
号
二
五
頁
、
四
号
一
七
頁
、
五
号
一
九
頁
、
六
号
二
三
頁
、
七
号
三
一
頁
（
一
九
八
七
年
）
が
あ
る
。

　
　
な
お
、
同
法
の
改
革
の
動
向
に
つ
い
て
、
三
井
誠
「
イ
ギ
リ
ス
刑
事
司
法
の
改
革
ω
1
一
九
八
四
年
イ
ギ
リ
ス
警
察
・
刑
事
証
拠
法
及
び
一
九
八

　
五
年
イ
ギ
リ
ス
犯
罪
訴
追
法
の
中
心
に
1
改
革
の
概
要
－
連
載
開
始
に
あ
た
っ
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
三
七
号
六
三
頁
（
一
九
八
九
年
）
。

　
　
「
実
務
規
範
」
に
つ
い
て
は
、
渥
美
東
洋
「
イ
ギ
リ
ス
の
警
察
お
よ
び
刑
事
証
拠
法
の
『
実
務
規
範
』
（
二
）
警
察
官
に
よ
る
家
宅
の
捜
索
及
び
警

察
官
が
身
体
及
び
家
宅
で
発
見
し
た
財
産
の
押
収
に
関
す
る
実
務
規
範
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
九
六
号
二
二
頁
（
一
九
八
六
年
）
参
照
．

　
　
三
一
畠
＞
曽
N
＞
客
目
評
目
爵
℃
○
＝
畠
＞
客
o
O
図
豪
舅
＞
r
国
＜
5
身
爲
＞
8
一
〇
〇〇
ト
も
。
N
oo
（
一
〇
〇〇
㎝
）
引
Q
鵠
o
℃
o
≦
国
冨
馳
Q
臣
お
蜜
＞
雷
＞
霞
｝
℃
o
目
8

　
＞
乞
o
O
霞
蜜
毫
き
国
≦
旨
乞
自
＞
o
↓
這
o
o
倉
卜
勺
軍
自
8
き
Ω
目
目
質
お
（
這
o
。
q
ご
r
串
い
Φ
蒔
ゴ
一
円
暑
　
℃
○
＝
8
＞
2
0
0
開
§
毫
き
国
く
ヨ
男
自

　
＞
自
一
〇
〇〇
鼻
℃
（
一
）
ω
8
器
F
国
暮
『
図
斜
⇒
畠
の
①
一
国
霞
9
0
エ
ヨ
■
い
．
閃
。
㎝
Go
㎝
（
一
〇
〇〇
U
）
’

　
　
な
お
、
河
村
博
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
刑
事
立
法
」
証
拠
・
捜
査
手
続
法
改
正
に
つ
い
て
ー
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
四
六
号
四
九



頁
（
一
九
八
五
年
）
、
米
澤
慶
治
「
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
と
刑
事
法
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
五
九
号
五
六
頁
（
一
九
八
五
年
）
参
照
．

（
5
4
）
　
岩
田
・
前
掲
注
（
6
）
一
九
八
頁
は
、
現
行
法
で
の
捜
査
段
階
に
お
け
る
関
係
者
の
作
為
義
務
は
、
裁
判
官
に
よ
る
公
判
前
の
証
人
尋
問
以
外
に

　
は
原
則
と
し
て
認
め
て
お
ら
ず
、
こ
れ
は
、
代
替
性
の
な
い
供
述
と
い
う
特
質
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に

　
は
本
来
法
則
性
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
代
替
性
を
も
つ
の
で
、
供
述
の
場
合
と
性
格
を
異
に
す
る
と
し
て
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
命
令
を
認
め
る
と
し
て

　
も
、
証
人
尋
問
同
様
裁
判
官
を
主
体
と
す
る
手
続
に
す
べ
き
と
提
案
さ
れ
る
．

四
　
お
わ
り
に

わが国における刑事手続とコンピュータ犯罪（n

　
捜
査
機
関
が
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
「
犯
罪
」
の
立
証
に
必
要
な
証
拠
を
収
集
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
諸
機
関
相
互
間
の
犯

罪
情
報
の
交
換
の
必
要
性
、
警
察
お
よ
び
そ
の
他
の
機
関
に
お
け
る
相
互
協
力
関
係
の
確
立
、
情
報
犯
罪
の
専
門
家
の
養
成
の
必
要
性
、

犯
罪
活
動
に
対
す
る
電
子
的
監
視
・
秘
聴
な
ど
の
実
施
の
た
め
の
電
気
通
信
事
業
者
と
の
協
力
の
必
要
性
、
複
数
の
国
家
管
轄
権
に
係
る

犯
罪
に
対
す
る
国
際
協
力
の
必
要
性
（
法
律
上
の
共
助
）
、
捜
査
機
関
の
権
限
の
強
化
の
必
要
性
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
問
題
点
の
検
討
が

求
め
ら
れ
よ
う
。

　
可
視
性
・
可
読
性
を
有
し
な
い
「
無
体
情
報
」
と
し
て
の
電
磁
的
記
録
を
差
し
押
え
る
と
い
っ
て
も
、
有
体
物
た
る
記
録
媒
体
に
化
体

し
た
状
態
で
な
け
れ
ば
事
実
上
な
し
え
な
い
と
す
れ
ば
、
可
視
性
・
可
読
性
の
あ
る
形
態
へ
の
出
力
の
た
め
の
法
的
根
拠
が
検
討
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。

　
現
行
法
解
釈
に
お
い
て
、
被
処
分
者
の
協
力
義
務
を
課
し
え
な
い
と
す
れ
ば
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
例
え
ぽ
裁
判
官
の
関
与
す
る
手
続

と
い
っ
た
何
ら
か
の
立
法
的
対
応
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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